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要 旨 【背景】診療看護師（JNP）によるタスクシフトは，医師の負担軽減や多職種との連携
強化を可能とするが，不整脈診療に従事する診療看護師（JNP）は少なく，その役割

は明らかではない．【目的】当院の不整脈診療においてJNPの役割を明らかにし，JNPによる医師
業務のタスクシフトの有用性を明らかにする．【方法】JNPが循環器内科不整脈チームへ参加した
2016年 4 月から2022年 7 月末までに，不整脈診療においてJNPが従事した業務内容を調査した．【結
果】 6 年 4 カ月の間に計2,052例の不整脈手術に助手としてJNPが参加した．内訳は①カテーテル
アブレーション1,425例（手技時間合計3,431時間・平均542時間/年），②心臓デバイス植込み術557
例（計865時間・平均137時間/年），③経皮的左心耳閉鎖術70例（計72時間・平均39時間/年）であっ
た．カテーテルアブレーションでは助手以外に医師の指示下にマッピングシステムや刺激装置の操
作，電位解析，術中麻酔管理をおこなった．JNP配属前は医師 2 人で対応していた各手術が，JNP
が助手に入ることで基本的に医師 1 人での対応が可能となった．また，手術室で行う経皮的左心
耳閉鎖術の場合は循環器内科・手術室・麻酔科・放射線科・業者との連携をJNPが中心となって
行うことでスムーズな運営が可能であった．【考察】不整脈診療におけるJNPの役割は多岐にわたり，
医師の負担軽減だけでなく，安全性の向上にも寄与すると考えられた．JNPが手術助手業務を行う
中で，安全な手術の実施が可能であり，多職種との密な連携によって円滑な診療の提供が可能と
考えられた．【結語】不整脈診療におけるJNPによるタスクシフトは有用であることが示唆された．
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　本邦における診療看護師（JNP）教育は2008年よ

り開始され，一般社団法人日本NP教育大学院協議
会におけるNP資格認定者数は2022年 3 月現在670名
であり，各々が全国で活躍している．2024年 4 月よ
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